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「
一
般
会
計
繰
り
入
れ
中
止
」
を
保
留
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安
倍
内
閣
が
「
３
本
の

矢
」
と
称
し
て
す
す
め
る

金
融
緩
和
、
大
型
公
共
事

業
の
推
進
、
成
長
戦
略
は
、

か
つ
て
自
公
政
権
が
す
す

め
て
失
敗
し
た
政
策
で
す
。

デ
フ
レ
の
脱
却
は
で
き
ず
、

国
民
の
所
得
増
に
つ
な
が

ら
ず
、
そ
の
「
矢
」
は
国

民
を
傷
け
る
も
の
で
す
。

そ
の
狙
い
は
、
見
せ
か
け

の
経
済
浮
揚
策
で
来
年
４

月
か
ら
消
費
税
を
８
％
に

増
税
す
る
環
境
づ
く
り
で

す
。

　
今
後
の
国
会
で
は
、
生

活
保
護
制
度
の
改
悪
、
国

家
公
務
員
人
件
費
削
減
の

動
き
に
対
抗
し
、
国
民
と

共
同
し
た
運
動
を
起
こ
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
「
防
波

堤
の
党
」「
変
革
者
の
党
」

「
国
民
の
共
同
を
す
す
め

る
党
」
の
姿
を
示
し
て
頑

張
り
ま
す
。

塩
川
衆
院
議
員
の
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
日
本
共
産
党
栃
木
県
委

員
会
と
同
県
後
援
会
は
１

月
26
日
、
参
院
選
挙
と
県

内
の
中
間
選
挙
（
４
月
）

で
の
勝
利
を
目
指
し
、
新

春
決
起
集
会
を
宇
都
宮
市

内
で
開
き
ま
し
た
。

　
壇
上
に
は
、
塩
川
鉄
也

衆
院
議
員
、
小
池
一
徳
参

院
栃
木
選
挙
区
候
補
、
中

間
選
挙
で
現
有
議
席
確
保

を
め
ざ
す
佐
野
市
の
、
つ

る
み
義
明
、
岡
村
け
い
子

両
市
議
、
新
人
の
岡
野
む

つ
こ
氏
、
那
須
塩
原
市
の

高
久
好
一
市
議
、
塩
谷
町

の
橋
本
い
わ
お
町
議
の
全

５
候
補
が
、
そ
れ
ぞ
れ
登

壇
し
あ
い
さ
つ
。
参
加
者

と「
頑
張
ろ

う
」
を
唱
和

し
、勝
利
へ

の
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

　
小
池
候
補
は
「
議
席
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
選
挙
で
す
。
参
院
選
は

３
回
目
の
挑
戦
で
す
。
国

会
で
仕
事
を
し
よ
う
と
燃

え
て
い
ま
す
。
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

　
後
援
会
を
代
表
し
て
宇

都
宮
市
後
援
会
、
県
女
性

後
援
会
が
活
動
報
告
と
参

院
選
勝
利
へ
の
決
意
を
の

べ
ま
し
た
。

　
小
林
年
治
党
県
委
員
長

は
、
紙
智
子
参
院
議
員
の

必
勝
に
向
け
、
①
北
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
宣
伝
（
第
３
水

曜
日
）に
呼
応
し
た
宣
伝

活
動
の
推
進
②
対
話
・
支

持
拡
大
の
強
化 

③「
集
い
」

の
開
催
な
ど
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

声援に応える（左から）高久、橋本、塩川、小池、岡野、岡村の各氏
宇都宮市

塩川氏（左）と奮闘を誓い合う小池氏（右）宇都宮市

各
地
で
後
援
会
が
集
い

　
　
小
池
候
補
駆
け
つ
け

　
参
院
選
で
の
躍
進
め
ざ

し
、
１
月
か
ら
２
月
初
旬

に
か
け
、
日
本
共
産
党
や

後
援
会
の
集
い
、
決
起
集

会
な
ど
が
、
宇
都
宮
市
、

足
利
市
、
小
山
市
、
日
光

市
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

小
池
一
徳
参
院
選
挙
区
候

補
が
駆
け
め
ぐ
り
、
憲
法

改
悪
や
消
費
税
大
増
税
な

ど
の
悪
政
か
ら
国
民
生
活

を
守
る
「
防
波
堤
の
党
」

の
政
策
を
語
り
、
支
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
党
後
援
会
が

９
日
に
開
い
た
集
い
に
は

70
人
が
参
加
。
小

池
候
補
は
「
１
９

９
７
年
を
ピ
ー
ク

に
労
働
者
の
賃
金

は
平
均
65
万
円
も

下
が
り
、
多
く
の

人
が
買
い
た
い
も

の
が
買
え
な
い
で

い
る
。
そ
こ
に
、消

費
税
の
大
増
税
が

実
施
さ
れ
た
ら
日

本
経
済
の
底
が
抜

け
て
し
ま
う
。
国
民
の
所

得
を
増
や
す
政
治
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の

べ
、
後
援
会
の
久
賀
伊
二

代
表
幹
事
は
「
今
日
を
契

機
に
運
動
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
日
に
は
、
日

光
市
足
尾
町
で
毎
年
恒
例

の
合
同
新
年
会（
53
回
目
）

に
出
席
。「
紙
智
子
参
院

議
員
と
私
を
国
会
に
送
り

出
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

小池氏の訴えを聞く参加者＝宇都宮市

　
日
本
共
産
党
佐
野
市
委

員
会
と
同
後
援
会
は
２
日
、

市
議
選
（
定
数
26
、
４
月

７
日
告
示
、
14
日
投
票
）で
、

旧
田
沼
、
葛
生
の
両
町
と

合
併
し
た
２
０
０
５
年
の

選
挙
後
か
ら
確
保
す
る
現

有
３
議
席
を
絶
対
死
守
し

よ
う
と
、
市
内
で
集
い
を

開
き
ま
し
た
。

　
小
池
一
徳
参
院
選
挙
区

候
補
、
つ
る
み
義
明
市
議

団
長（
60
）、
岡
村
け
い
子

市
議（
59
）と
新
人
の
岡
野

む
つ
こ
候
補（
47
）が
そ
れ

ぞ
れ
決
意
表
明
。
小
池
氏

は
、
大
企
業
の
利
益
や
軍

事
費
を
増
や
す
一
方
で
、

生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
保
障
費
を
削
減

す
る
安
倍
内
閣
の
新
年
度

予
算
案
を
批
判
し
、「
労
働

者
の
賃
金
を
引
上
げ
、
国

民
の
所
得
を
増
や
す
べ
き

で
す
」
と
強
調
。市
議
選
・

参
院
選
で
の
躍
進
に
全
力

を
あ
げ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
つ
る
み
氏
は
、
議
案
提

出
権
を
活
用
し
て
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設
を

求
め
る
条
例
制
定
を
提
案

し
た
こ
と
や
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
議
会
内
外
で
の
党
議

員
団
の
活
動
を
紹
介
。
選

挙
情
勢
に
つ
い
て
「
新
人

が
13
人
か
ら
14
人
で
る
大

激
戦
で
す
。（
党
の
現
職
は
）

ベ
テ
ラ
ン
だ
か
ら
大
丈
夫

と
の
声
が
他
陣
営
か
ら
流

さ
れ
て
い
ま
す
。
３
議
席

死
守
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

３
議
席
死
守
へ
集
い

佐
野
市
議
選

▼

▲
原発ゼロへ学んで行動

講演会 「原発事故と福島の今、
　　　　　　これからを学ぶ」

まちなかパレード 

▲
▲

日時：3月10日（日）10時
場所：栃木県総合センター第2会議室
講師：小川英雄氏（ふくしま復興共同センター事務局次長）

日時：3月10日(日)  12時20分～
場所：県総合文化センター北東角の噴水公園

主催　原発ゼロ栃木の会　TEL028-653-1401（栃木県労連）

― 党と後援会が決起集会 ―

参院選躍進、中間選挙で
 全員当選を

　
佐
野
市
の
岡
部
正
英
市

長
が
、
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た
、

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り

入
れ
中
止
を
盛
り
込
ん
だ

「
市
国
民
健
康
保
険
事
業

中
長
期
基
本
計
画
」
が
、

同
協
議
会
の
全
委
員
の
一

致
で
保
留
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
は
２
０

１
２
年
度
か
ら
。
１
億
７

８
３
１
万
円
を
投
入
し
、

13
年
度
も
同
額
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
繰
り

入
れ
し
た
背
景
に
は
、
12

年
２
月
に
開
か
れ
た
同
協

議
会
が
、
12
年
度
か
ら
国

保
税
を
約
３
割
引
き
上
げ

た
い
と
の
市
の
諮
問
を
否

決
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
る
引
き
下

げ
を
求
め
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
１
年

余
。
諮
問
し
た
「
中
長
期

基
本
計
画
」
は
、
13
年
〜

23
年
の
今
後
10
年
間
の
国

保
会
計
の
運
営
に
つ
い
て

「
特
別
会
計
の
原
則
に
基

づ
き
独
立
採
算
を
め
ざ
す
」

と
明
記
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
「
国
保
加

入
者
以
外
の
方
に
も
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、

繰
り
入
れ
を
止
め
国
保
税

の
引
上
げ
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。

　
同
計
画
を
審
議
し
た
国

保
運
営
協
議
会
（
１
日
）

で
日
本
共
産
党
の
岡
村
け

い
子
市
議（
59
）は
「
事
実

上
、
現
行
の
繰
り
入
れ
を

中
止
さ
せ
る
も
の
だ
。
市

財
政
調
整
基
金
な
ど
総
額

約
１
０
７
億
円
を
越
え
る

各
種
基
金
を
活
用
し
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
べ
き
だ
。
長
期
計
画

を
こ
の
場
で
決
議
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
主
張
。
被

保
険
者
代
表
の
委
員
か
ら

も
「
そ
う
で
す
ね
」
と
の

意
見
が
相
次
ぎ
、
市
側
か

ら
「
継
続
」
と
の
声
が
あ

が
る
中
、
出
席
委
員
の
全

員
一
致
で
保
留
と
な
り
ま

し
た
。

　
国
保
税
問
題
は
、
目
前

に
迫
っ
た
市
議
選
（
定
数

26
、
４
月
７
日
告
示
、
14

日
投
票
）
の
大
争
点
で
す
。

市
の
国
保
加
入
全
世
帯
に

占
め
る
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
資
格
証
明

書
の
交
付
率
は
３
・
６
％

（
12
年
３
月
）
と
高
く
、

日
本
共
産
の
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
市
政

へ
の
要
望
の
１
番
は
「
国

保
税
の
引
き
下
げ
」
で
す
。

佐
野
市
国
保
運
営
協

「
一
般
会
計
繰
り
入
れ
中
止
」
を
保
留

佐
野
市
国
保
運
営
協

　
同
調
査
に
よ
る
と
、
県

内
の
国
保
加
入
世
帯
32
万

９
９
０
６
世
帯
の
う
ち
、資

格
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た

世
帯
は
１
万
２
６
１
７
世

帯
数
で
、
全
加
入
世
帯
で

割
っ
た
交
付
率
は
、全
国
平

均
１
・
４
％
の
３
倍
近
い
３
・

８
％
。
同
率
の
２
・
８
％
で
ワ

ー
ス
ト
第
２
位
と
な
っ
た
神

奈
川
、群
馬
両
県
よ
り
１

　
も
高
く
、０
・
１
％
で
最

も
低
い
沖
縄
県
の
38
倍
で
す
。

　
県
内
で
は
、日
光
市
が

昨
年
に
続
き
ワ
ー
ス
ト
１

位
で
す
。
一
方
、前
回
、資

格
証
明
書
を
交
付
し
た
上

三
川
、那
珂
川
、芳
賀
の
３

町
は
交
付
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
住
民

の
命
や
健
康
を
守
る
立
場

か
ら
、
悪
質
な
滞
納
者
以

外
へ
の
資
格
証
の
交
付
に

反
対
し
て
い
ま
す
。

　
安
保
破
棄
栃
木
県
実
行

委
員
会
は
１
月
20
日
、
第

３
回
定
期
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、

小
泉
親
司
（
ち
か
し
）
同

中
央
実
行
委
員
会
事
務
局

次
長
が
「
安
倍
政
権
の
改

憲
策
動
と
日
米
同
盟
強
化
」

と
題
し
て
記
念
講
演
。
小

泉
氏
は
、
安
倍
内
閣
の
改

憲
の
動
き
に
つ
い
て
「
自

主
憲
法
制
定
の
立
場
か
ら

憲
法
９
条
の
『
戦
争
放
棄
』

を
削
除
し
、
ア
メ
リ
カ
と

共
に
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
め
ざ
す
も
の
だ
」
と
指

摘
。
９
条
改
正
に
反
対
す

る
声
を
行
動
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ

ま
し
た
。

　
総
会
は
、
他
団
体
と
の

協
力
・
共
同
を
広
げ
、
安

保
破
棄
、
オ
ス
プ
レ
イ
全

国
配
備
阻
止
の
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

安
保
廃
棄
の
運
動
を

　
　
県
実
行
委
員
総
会

講演する小泉氏＝宇都宮市

　
地
方
自
治
法
改
正
（
昨

年
８
月
）
に
伴
い
、
全
国

で
政
務
調
査
費
の
使
途
を

広
げ
る
条
例
の
一
部
改
正

の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る

問
題
で
、
日
本
共
産
党
の

小
池
一
徳
候
補
と
野
村
せ

つ
子
前
県
議
は
１
月
22
日
、

条
例
改
正
に
反
対
す
る
申

し
入
れ
を
三
森
文
徳
県
議

会
議
長
に
行
な
い
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
書
は
、日
本
共

産
党
以
外
の
会
派
へ
の
交

付
額
の
一
部
返
還
を
求
め

る
住
民
訴
訟
が
相
次
ぐ
な

ど
、現
行
制
度
の
も
と
で
も

政
務
調
査
費
の
支
出
の
妥

当
性
や
透
明
性
を
疑
問
視

す
る
声
は
強
く
、
さ
ら
な

る
使
途
の
拡
大
は
、
県
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

　
三
森
議
長
が
「
使
途
の

拡
大
は
、
議
員
の
役
割
を

果
た
す
も
の
で
必
要
だ
」

と
述
べ
た
こ
と
に
、
小
池

氏
は
「
県
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
制
度
に
す
べ
き
」

と
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
や
、
佐
野
市

の
議
会
は
、
国
の
対
応
に

沿
い
条
例
改
正
し
た
も
の

の
、
名
称
変
更
に
止
め
ま

し
た
。

三森議長（左）に申し入れる野村前県議（中央）と小池氏（右）＝県議会

資格証発行全国ワースト１位（4年連続）市町村
国保

　県内の国民健康保険加入者（2012 年 6 月 1 日現在）のうち、医療費が全額窓
口支払いとなる資格証明書の交付率が、4 年連続全国ワースト１となったことが、
厚生労働省の調査で分かりました。（市町村別は別表）

市町別国民健康保険滞納世帯数等の状況 （2012年6月1日現在）

宇 都 宮 市
足 利 市
栃 木 市
佐 野 市
鹿 沼 市
日 光 市
小 山 市
真 岡 市
大 田 原 市
矢 板 市
那須塩原市
上 三 川 町
益 子 町
茂 木 町
市 貝 町
芳 賀 町
壬 生 町
下 野 市
野 木 町
岩 舟 町
塩 谷 町
さ く ら 市
高 根 沢 町
那須烏山市
那 珂 川 町
那 須 町
県　　計

国保加入
世帯数
Ａ
世帯
79,435
27,079
23,802
20,719
16,122
15,822
33,150
12,851
11,902
5,416
19,961
4,173
4,394
2,528
1,826
2,686
6,540
8,022
4,118
2,957
2,039
6,275
4,003
5,205
3,251
5,630

329,906

19,465
8,610
2,037
5,107
1,989
2,730
9,215
1,896
3,058
883
3,651
933
917
195
365
324
1,577
1,792
267
521
266
838
757
251
550
1,191
69,385

3,853
1,614
978
1,119
1,058
829
1,884
860
502
450
1,425
148
225
92
123
185
347
245
96
154
79
419
239
138
192
386

17,640

2,521
1,175
1,059
862
795
1,089
1,709
404
497
208
1,233
0
58
29
57
0

183
222
171
33
17
21
58
117
0
99

12,617

24.50
31.80
8.56
24.65
12.34
17.25
27.80
14.75
25.69
16.30
18.29
22.36
20.87
7.71
19.99
12.06
24.11
22.34
6.48
17.62
13.05
13.35
18.91
4.82
16.92
21.15
21.03

3.17
4.34
4.45
4.16
4.93
6.88
5.16
3.14
4.18
3.84
6.18
0.00
1.32
1.15
3.12
0.00
2.80
2.77
4.15
1.12
0.83
0.33
1.45
2.25
0.00
1.76
3.82

4.85
5.96
4.11
5.40
6.56
5.24
5.68
6.69
4.22
8.31
7.14
3.55
5.12
3.64
6.74
6.89
5.31
3.05
2.33
5.21
3.87
6.68
5.97
2.65
5.91
6.86
5.35

順位
5
1
23
4
21
15
2
18
3
17
13
7
10
24
11
22
6
8
25
14
20
19
12
26
16
9

順位
11
6
5
8
4
1
3
12
7
10
2
24
19
20
13
24
14
15
9
21
22
23
18
16
24
17

順位
18
10
20
13
8
15
12
6
19
1
2
23
17
22
5
3
14
24
26
16
21
7
9
25
11
4

滞納世帯数 資格証明書 短期被保険者証
割合
Ｂ／Ａ
％

割合
Ｃ／Ａ
％

割合
Ｄ／Ａ
％

交付世帯数
Ｃ

世　帯

交付世帯数
D

世　帯
Ｂ
世　帯

政務調査費の
　　使途拡大に反対
政務調査費の
　　使途拡大に反対

県議会議長に申し入れ

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
11
カ
月
目
と
な
っ
た
11

日
、
被
災
者
復
興
支
援
や

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
宣
伝

が
、
宇
都
宮
市
や
那
須
塩

原
市
な
ど
県
内
各
地
で
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
原
発

を
な
く
す
栃
木
県
連
絡
会

（
原
発
ゼ
ロ
栃
木
の
会
）
が
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
呼
び
か

け
、
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る

署
名
を
集
め
ま
し
た
。
那

須
塩
原
市
の
Ｊ
Ｒ
西
那
須

野
駅
前
に
は
約
20
人
が
集

ま
り
、
手
作
り
の
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
掲
げ
、
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
原
発
ゼ
ロ
栃
木
の
会
は
、

首
相
官
邸
前
の
抗
議
行
動

に
呼
応
し
た
「
金
曜
日
行

動
」
を
続
け
て
い
ま
す

復
興
支
援
・
原
発
ゼ
ロ
へ

　
　
各
地
で
宣
伝

呼びかけに応え署名する市民

ポ
イ
ン
ト

※県国保医療課資料を基に作成、順位は県内26市町の中でのワースト順位です。


